
平成26年度　前期　学校評価　集計結果 Ａ：十分に達成　　Ｂ：達成　　Ｃ：あと一歩　Ｄ：努力を要する

[ 学校評価　集計結果より ]
①調査項目21項目中、約半数は目標を「十分達成している・達成している」を合わせた回答が80％以上及び80％に近い結果になりました。
　 特に「毎日、生徒へ積極的に声かけをしたか」の問いに関しては、全職員が意識して取り組んでいるのがわかります。この結果を踏まえつつ、今後
も生徒との信頼関係を築きながら、生徒の「生きる力」を伸ばす取組をより一層推進してまいりたいと思います。
②評価の低かった項目は、「朝ごはんを食べない生徒”０”」・「地域の教育力を導入すること」・「学力向上を図ること」であり、これらの取組が不足し
ているとの結果がでています。
　 「朝ごはんを食べさせる」ことや「学力を向上させる」ためには、学校の指導とともにご家庭の協力が不可欠です。本年度、学力を向上させる取組
の一環として家庭学習を習慣化させる取組(家庭学習強化週間の実施･自主学習ノートの提出等）を実施してまいりました。この取組を通して、個人
差が顕著になってきている現実も見えてきています。ご家庭においても、家庭学習を定着させるための支援をお願いいたします。子どもが家庭学習をし
なければならないと思わせる雰囲気作りは、それぞれの家庭にしかできないものですので子どもが学習しやすい環境を是非作って欲しいと思います。
宜しくお願いいたします。
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[文武両道」を意識した取組をしましたか

単元毎に指導法の工夫・改善を意識した教材研究をしましたか

毎時間、質の高い学習課題を準備し授業を展開できましたか

毎時間、学習内容を明確にした授業を展開できましたか

ねらい通り、生徒個々の学力を向上することができましたか

家庭学習が定着するよう、継続的に指導をしていましたか

意図的に宿題や課題を出しましたか

人権旬間に、豊かな人権感覚を養う指導はできましたか

生徒主体の学校行事、生徒会活動になっていましたか

仕事への責任感や、生徒同士の連帯感は強くなりましたか

部活動指導を通じて、互いに支え合う人間関係はできましたか

「朝ごはん」を食べない生徒は、「０」でしたか

HQCシートを活用した健康教育は、できましたか

部活動（体育）を通して体力の向上を図りましたか

毎日、生徒へ積極的に声をかけましたか

｢生き方指導｣としてｷｬﾘｱ教育・進路指導は、進められましたか

｢４つの実践｣を意識した取り組みや、指導の徹底は図れましたか

｢３減運動｣を意識した取り組みや、指導の徹底は図れましたか

地域の教育力(G.T等)を導入した授業や行事を実践しましたか

各種のたよりは、定期的に発行できましたか

タイムリーな内容で学校の活動を地域に知らせましたか
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